GMS南北経済回廊とメコン地域の現状 : 2010年4～5月現地調査から : by 春日 尚雄






































幅は狭いが道路の完成度は高く、走行に全く問題はない。データ的には比較的フラットな地形である。ルアンナムターを離れ と交通量が次第に少なく る 距離七六ｋｍ、平均走行速度七二ｋｍ／時（実測値）であった。・ボーケオ県境─フェーサイ間
一時千メートルを超える標高に達するがそれ














工、三〇ヶ月の工期で（二〇一二年一〇月）完成する予定とされている。完成すればタイ北部とラオスを結ぶ利便性 大きく向上し Ｒ３Ａルートも完成することになる。しかしながら主に山岳地帯を通過するラオスルートでは工業の大型投資が行われ ことは限られ と思われ、当面エコツアーのような観光業が最初に振興されるのではないか。またラオス国内の架橋 なるが第五メコン友好橋 プロジェクトも始まるとの話も聞かれた。
　
雲南省景洪においてメコン河を見たとこ
ろ、川幅は全幅 約二分 一程度まで狭 っており、水量の減少が著しいことがわかる。下流のタイチェンセン港においても、上流の雲南省西双版納（シーサンパンナ）タイ族自治州との間の水運が、大型船が通行できなくなっているため、影響が出ていることなど 聞か た。この水量減少の原因については、旱魃 影響と中国によるダム建設によるものという両論が取り沙汰されている。
　
ラオス北部ルアンナムターにおいては、雲













区 間 最 高
標高地点
景洪−磨憨 178km 89km/h 574m 839m 1,083m
ボーテン−ルアンナムター 66km 62km/h 853m 508m 892m
ルアンナムター − ボーケオ 76km 76km/h 508m 674m 775m
ボーケオ−フェーサイ 104km 51km/h 674m 312m 1,008m
424km
ように思われた。また通貨もタイバーツはどこでも流通しているのに対して、人民元は一般の店では使えないようだ
　
今回の行程において、実験的にＧＰＳ（全
地球測位システム）機器を使用し位置情報、標高、走行速度などのデータを記録した。これによってより正確な実地走行、地形の分析が可能になると考えている。
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